
関東地方整備局

◇ 平成３０年度に職員向けに開催した研修の様子

関東地方整備局企画部施工企画課では、ＩＣＴ活用工事の工事監督及び検査段階で必要となる、

技術基準や留意点等を学習し、監督や検査を通して受注者への適切な指導ができるよう座学と実習
を、２日間の実践研修を、以下の通り開催しました。Ｒ元年度からは、地方自治体職員にも参加周知
を行い、より実践的な研修に取り組みます。

➢ 研 修 名 ・ＩＣＴ施工研修
➢ 対 象 ・関東地方整備局の道路、河川、ダム等の事務所、出張所他の新任出張所係長、

事務所係長・新任出張所長、事務所課長
➢ 講習内容
【座 学】
i-Constructionの概要、ICT施工技術の概要、ＩＣＴ建機による施工、ICT監督・検査要領のポイントについて、5つ
のプロセスとソフトウエア、UAV・TLSを用いた出来形管理要領、実際に写真解析処理プロセスのソフトウェアを使
用してのデモンストレーション、ＴＬＳ計測データ解析処理プロセスのソフトウェアを使用してのデモンストレーション。
【実 技】
監督・検査のポイント、ＵＡＶフライト計測デモ、ＴＬＳ計測作業

監督・検査要領座学 ＵＡＶ飛行デモンストレーション ＴＬＳデモンストレーション ＴＳデモンストレーション

平成３０年度 実践研修 ICT施工（監督・検査）研修

関東地方整備局

平成30年度 開催回数 １０回

◇ 平成３０年度 ＩＣＴ技術講習会の実施状況

i-Constructionを推進するうえで必要となるＩＣＴ施工技術について、設計から施工までの具体的な
流れや計測手法、データ取得方法並びにデータ処理技術に関しての講習会を以下の通り、開催しま
した。今後も引き続き、講習会を開催予定です。

➢ 第14期建設技術展示館技術講習会シリーズ及び業団体との共同開催
・i-Construction実技講習会、ＩＣＴ施工技術講習会など

➢ 対 象
・地方自治体職員、受注業者（測量業者、施工管理者） ※講習毎で対象者は異なります。

➢ 講習内容
関東技術事務所構内や民間デモフィールドを活用した座学や実技講習、デモンストレーションなどを実施。

【座学】
・i-Constructionの概要やICT施工技術の概要

【実技】
・3D設計データの作成やデータ変換などの実習
・ＴＳやＬＳ、GNSSなどの３次元計測機器を用いた測量作業実習
・ＩＣＴ建機による施工体験実習、デモンストレーションなど

ＩＣＴ施工の概要 ３Ｄ設計データ作成演習 ＧＮＳＳによる３Ｄ測量演習 ＩＣＴ建機による施工体験

平成３０年度 ＩＣＴに関する技術講習会

【資料４】
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関東地方整備局

３．山梨

●ICT体験講座
整備局発注工事の現場において、受発注者と各都県の建設業協会が連携し、地域の建設業者の方々がＩＣＴ活用工事の各段階を体験
できる体験講座を実施。

H30 ＩＣＴ体験講座の実施状況番号 都県名 開催日 工事名称 対象土量等 受注者 事務所名

1 千葉県 平成30年7月26日 Ｈ２９・Ｈ３０北千葉道路船形・八代地区舗装工事 路盤工 16,000m2 世紀東急工業（株） 千葉国道

2 千葉県 平成30年9月12日 Ｈ２９北千葉道路松崎地区舗装工事 路盤工 14,700m2 世紀東急工業（株） 千葉国道

3 山梨県 平成30年9月27日 Ｈ２９粟倉地区改良工事 土工 58,000m3 大新工業（株） 甲府河川国道

4 群馬県 平成30年11月13日 渋川西バイパス入沢他改良その１工事 土工 20,000m3 沼田土建（株） 高崎河川国道

5 神奈川県 平成31年1月15日 Ｈ３０厚木秦野道路秦野西ＩＣ改良（その１）工事 土工 45,000m3 国土開発工業（株） 横浜国道

6 東京都 平成31年2月27日 Ｈ２９荒川左岸臨海緊急用船着場浚渫工事 浚渫規模 14,000m3 若築建設（株） 荒川下流河川

１．千葉 ２．千葉

平成３０年度 ＩＣＴ体験講座の実施状況

４．群馬

５．神奈川 ６．東京都

今後も建設業協会と更なる連携を図り、体験講座や見学会を適宜開催する予定です。

関東地方整備局
平成３０年度 ＩＣＴ体験講座の実施状況
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南部国道

小樽開発建設部

青森河川国道

岩手河川国道
秋田河川国道

鳴瀬川総合開発工事

仙台河川国道
山形河川国道

福島河川国道

日光砂防

下館河川

大宮国道

東京国道

横浜国道

甲府河川国道

千葉国道

静岡国道

信濃川河川

高崎河川国道

八ッ場ダム工事

富山河川国道

金沢河川国道

高山国道

土佐国道

宮崎河川国道大隅河川国道

熊本河川国道

福岡国道

佐賀国道

長崎河川国道

山口河川国道

広島国道 岡山国道

松江国道

鳥取河川国道

奈良国道

浪速国道

紀南河川国道

徳島河川国道

豊岡河川国道

福知山河川国道

福井河川国道

滋賀国道

長野国道

新丸山ダム工事

愛知国道

紀勢国道

大分河川国道

松山河川国道

富士砂防

立野ダム工事

サポート事務所

モデル事務所

モデル事務所・サポート事務所について

天竜川上流河川

（モデル事務所を含む）

香川河川国道

モデル事務所 ３次元情報活用モデル事業

小樽開発建設部 一般国道５号 倶知安余市道路

鳴瀬川総合開発工事事務
所 鳴瀬川総合開発事業

信濃川河川事務所 ⼤河津分⽔路改修事業

甲府河川国道事務所
新⼭梨環状道路

中部横断⾃動⾞道

新丸⼭ダム工事事務所 新丸⼭ダム建設事業

豊岡河川国道事務所
円⼭川中郷遊⽔地整備事業

北近畿豊岡⾃動⾞道 豊岡道路

岡⼭国道事務所 国道２号⼤樋橋⻄⾼架橋

松⼭河川国道事務所 松⼭外環状道路インター東線

⽴野ダム工事事務所 ⽴野ダム本体建設事業

南部国道事務所 小禄道路

『i-Constructionモデル事務所』について

地形・地質モデル（調査、測量）

設計モデル（検討・調整）

ＶＲ等の最新機器の活用

現地確認（360°カメラ）

効果の検証、ノウハウの蓄積

施工モデル（属性付与）

� 調査・設計から維持管理までBIM/CIMを活用しつつ、3次元データの活用やICT等の
新技術の導入を加速化させる『３次元情報活用モデル事業』を実施
� 継続的に3次元データを活用することで、業務プロセスの改善に取り組み、建設⽣産・管理システ

ム全体の効率化に向けた不断の改善を図る
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『i-Constructionサポート事務所』について

� 工事の⼤部分でICTを活用する『ICT-Full活用工事』を実施
� 工事現場で施工される工種の⼤部分でICTを活用するため、工事全体の3D設計

データを作成し、施工・出来形管理を3Dデータで実施
� 地方公共団体や地域企業のi-Constructionの取組をサポート

ICT-Full活用工事
〜道路改良工事の例〜

ICT-Full活用工事
〜河川改修工事の例〜

：ICT導入済み ：来年度よりICT導入
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■名 称 平成３０年度 建設技術フォーラム

■開催日時 平成３０年１１月２１日（水） １０：３０～１７：００
平成３０年１１月２２日（木） １０：３０～１６：３０

■会 場 埼玉県さいたま市中央区新都心１番地１
さいたま新都心合同庁舎１号館（２Ｆ講堂、１Ｆ多目的室）

■主 催 関東地方整備局
共 催 公益社団法人 土木学会 建設用ロボット委員会
協 力 埼玉県、さいたま市、独立行政法人水資源機構

(一社)日本建設業連合会、(一社)日本道路建設業協会
(一社)日本建設機械施工協会、(一社)建設コンサルタンツ協会
(一社)日本測量機器工業会、(一社)埼玉県建設業協会
(一社)日本機械土工協会、(一社)日本建設機械レンタル協会
(公社)日本測量協会、(一財)日本建設情報総合センター

■目 的 講演、技術発表及びパネル展示などによる情報発信を行う事により、
建設技術の開発、活用促進、知識の習得、技術力の向上を図る

■テ ー マ 『未来の建設技術』
・次世代社会ｲﾝﾌﾗﾛﾎﾞｯﾄ技術 ・IoT､AI､ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀの活用 ・i-Consutruction

■来場者数 延べ５１１人
１１月２１日(水) ２４６人
１１月２２日(木) ２６５人

■内 容

「平成３０年度 建設技術フォーラム」開催報告

開催項目 概 要

基調講演
『Society5.0を実現する技術政策』

国土交通省　関東地方整備局　 石原局長

特別講演
『動き出したi-Construction　～進化する建設技術～』

立命館大学　理工学部　教授　　建山 和由 氏

政策紹介➀
『関東地方整備局におけるＰＲＩＳＭ』

企画部　菱田技術調整管理官

政策紹介②
『老朽化する社会インフラに対する維持管理技術施策』

関東技術事務所　宮武所長

最新の建設生産
技術の事例紹介

建設ロボットやICTの導入を前提とした建設工事全体のシステム化の推
進の重要性及び中小企業におけるICTの活用事例（３社）

（公社）土木学会　建設用ロボット委員会

技術発表 開催ﾃｰﾏに関連した　９技術の発表

技術展示　ほか
「ＩＣＴ施工のデモンストレーション」、「ＣＩＭ活用状況の展
示」、「ＩＴＳ技術の紹介」、「技術発表」した技術の展示
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「平成３０年度建設技術フォーラム」開催報告

○基調講演・技術講演

○政策紹介・事例紹介

○技術発表・デモンストレーション・技術展示

基 調 講 演
『Society5.0を実現する技術政策』

国土交通省 関東地方整備局 石原局長

技 術 講 演
『動き出したi-Construction ～進化する建設技術～』

立命館大学 理工学部 教授 建山 和由 氏

技術発表９技術の発表》

「技術発表」した技術の展示

政策紹介➀
『関東地方整備局におけるＰＲＩＳＭ』

企画部 菱田技術調整管理官

政策紹介②
『老朽化する社会インフラに対する

維持管理技術施策』
関東技術事務所 宮武所長

事例紹介
中小企業におけるICTの活用事例（３社）

（公社）土木学会 建設用ロボット委員会

技 術 発 表 技 術 展 示デモンストレーション
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国土交通省
関東地方整備局水災害対策センターについて

H30.7豪雨における浸水・排水状況
（岡山県倉敷市真備町）

以下の事務に係る関係機関との調整・技術的助言等

・洪水浸水想定区域図・水害ハザードマップ作成及び活用促進

・水防法等に基づく避難確保計画の作成及び訓練の実施

・水害からの高齢者の避難行動の理解促進

・防災教育の充実に係る取組

・排水作業準備計画、水害ＢＣＰの作成

・水防活動の活性化、総合水防演習、各種防災訓練

大規模氾濫減災協議会における施策のとりまとめ

等

業務内容

○平成30年7月豪雨をはじめ、近年各地で大水害が発生していることを受け、「施設では防ぎ
きれない大洪水は必ず発生するもの」へ意識を変革し、社会全体で洪水に備える「水防災
意識社会」を再構築する取組をさらに充実し加速する必要。

○ 「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画（平成31年１月改定）を踏まえ、関係機関と緊
密に連携し、各種取組を強力に推進するため、新たに「水災害対策センター」※を設置。

※関東地整、北陸地整、中国地整に設置

○水防法に基づき設置された大規模氾濫減災協議会での取組のほか、人的被害のみならず
経済被害を軽減させるための多くの主体の事前の備えと連携の強化、災害時における住
民の主体的な行動を支援する取組の強化等を図る。

要配慮者施設における避難訓練の実施状況

国土交通省
関東地方整備局

メンテナンス体制を強化し、高度な技術的知見の蓄積を行うことで、より効率的・効果的にメンテナンス
サイクルを実施するため、平成31年度から、さいたま市内に「関東道路メンテナンスセンター」を設置

・直轄橋梁の診断
・研究機関と連携した技術検討

※点検・措置・記録は引き続き事務所で実施

・直轄診断
・研修講師の派遣等
・技術相談

※メンテ会議・修繕代行は引き続き事務所で実施

【直轄のメンテナンスサイクルの確立】 【自治体支援】

点検・補修履
歴

収集したデータの蓄積・分析

データの蓄積・分析を元に技術開発

○メンテナンスに係る積算基準等の整備

○メンテナンスに係る新技術活用の促進

○維持管理、補修工事等の最適設計

○老朽化予測手法

○アセットマネジメント手法 等

【現場の実務を支援】

※上記には、将来的に取り組むことを想定している項目も含まれる

直轄診断 研修状況

関東道路メンテナンスセンターの設置について
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